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6
月
9
日
（
日
）
さ
か
え
倶
楽
部

ス
キ
ー
場
駐
車
場
に
て
平
成
28
年
度

栄
村
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
3
分
団
か
ら
各
1
チ
ー
ム
が

出
場
し
、
安
全
で
正
確
か
つ
迅
速
な

操
法
技
術
、
規
律
正
し
い
動
作
を
競

い
ま
し
た
。
優
勝
し
た
第
2
分
団
大

巻
部
の
皆
さ
ん
は
、
7
月
3
日
（
日
）

に
中
野
市
で
開
催
さ
れ
た
北
信
大
会

に
出
場
し
、
43
秒
と
い
う
好
成
績
で

見
事
3
位
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
番

員
賞
と
し
て
、
樋
口
大
樹
さ
ん
が
1

番
員
と
し
て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◆
小
型
ポ
ン
プ
操
法
競
技

・
優　

勝　

第
2
分
団　

大
巻
部

・
準
優
勝　

第
1
分
団　

豊
栄
部

・
第
3
位　

第
3
分
団　

長
瀬
部

　

栄
村
で
は
、
千
曲
川
の
増
水
に
よ
る

洪
水
の
ほ
か
、
土
砂
災
害
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
る
急
傾
斜
地
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
場
所
で
は
、
大
雨
に

よ
る
土
砂
崩
れ
や
土
石
流
な
ど
の
土
砂

災
害
に
備
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
よ
う
に
局
地
的
に
、

記
録
的
な
降
水
が
短
時
間
で
観
測
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
夏
の
暑
い

日
は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
の
で
、
天
候
の
急
変
に
注
意

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

土
砂
災
害
の
前
兆
が
見
ら
れ
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
開
始
し
ま
し
ょ

う
。

な
お
、
局
地
的
な
豪
雨
の
場
合
は
、
そ

の
状
況
を
把
握
す
る
の
に
時
間
を
要
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
村
か
ら
の
避
難

情
報
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
危
険
を

感
じ
た
時
に
は
、
自
己
の
判
断
で
直
ち

に
避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

人
的
被
害
の
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
状
況
ま
た
は
災
害
の
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
る
状
況
で
は
、
村
か
ら
避
難
情

■
大
雨
に
よ
る
災
害
に
注
意

報
を
発
令
し
ま
す
。（
避
難
情
報
の
種
類

に
つ
い
て
は
、
次
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

強
制
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
発
令
さ
れ

た
場
合
は
で
き
る
限
り
避
難
行
動
を
開

始
し
て
く
だ
さ
い
。
避
難
情
報
は
、
告

知
放
送
や
携
帯
電
話
向
け
の
緊
急
一
斉

メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）
等
を
用
い
て

情
報
を
発
信
し
ま
す
。

種　類 性　　格

避難準備情報
人的被害の発生する可能性がある状況で、避難の準
備を呼びかけるものです。なお、お年寄りや体の不
自由な方など避難行動に時間を要する方は、避難行
動を開始してください。

避難勧告
人的被害の発生する可能性が明らかに高まった状況で、
避難行動を開始するように勧めるものです。（強制力
はありません）

避難指示
災害の前兆が確認された場合や、人的被害の発生す
る可能性が非常に高いと判断された状況で発令され
るものです。避難勧告よりも拘束力が強くなります。

▲優勝された第2分団大巻部の選手の
　皆さん

■
早
め
の
避
難
行
動
を

■
避
難
情
報
の
発
令

村から発令される避難情報の種類
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上倉敏夫氏

4
ヵ
月
に
わ
た
り
栄
村
議
会
議
員
と
し

て
在
職
さ
れ
ま
し
た
。
多
年
に
わ
た
り

地
方
自
治
の
発
展
に
御
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

桑
原
さ
ん
の
功
績
に
敬
意
を
表
し
、

改
め
て
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

4
月
28
日
の
栄
村
臨
時
議
会
で
、
選

任
に
よ
り
上
倉
敏
夫
氏
が
栄
村
監
査
委

員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

◆
任　

期　

平
成
28
年
4
月
28
日
か
ら

　
　
　
　
　

平
成
29
年
5
月
20
日
ま
で

▶
叙
勲
を
受
け
ら
れ
た
左
下
か
ら
樋
口

　
久
直
さ
ん
、
保
坂
良
徳
さ
ん

　

6
月
9
日
（
木
）、
栄
村
文
化
会
館
か

た
く
り
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
平
成
28
年

度
栄
村
金
婚
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◆
今
年
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦

の
皆
さ
ん

櫻
沢
洗
治
さ
ん
・
ハ
ル
ヨ
さ
ん
（
平
滝
）

齋
藤
松
太
郎
さ
ん
・
キ
ヨ
子
さ
ん
（
森
）

関
澤
昭
一
郎
さ
ん
・
フ
ミ
エ
さ
ん
（
柳
在
家
）

斎
藤
芳
夫
さ
ん
・
ト
ラ
さ
ん
（
原
向
）

斎
藤
正
春
さ
ん
・
喜
子
さ
ん
（
長
瀬
）

山
田
忠
雄
さ
ん
・
つ
る
さ
ん
（
小
赤
沢
）

◆
対
象
者

　

昭
和
41
年
1
月
1
日
～
12
月
31
日
ま

で
に
婚
姻
さ
れ
た
ご
夫
婦
。

　

5
月
31
日
飯
水
岳
北
防
犯
協
会
総
会

に
お
い
て
女
性
部
栄
村
支
部
の
皆
さ
ん
が
、

寸
劇
を
通
じ
て
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
の

広
報
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
地
域
の

安
全
安
心
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

飯
水
岳
北
防
犯
協
会
及
び
飯
山
警
察
署

長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
栄

村
女
性
支
部
は
4
名
で
活
動
を
し
て
お

り
、
今
後
も
寸
劇
を
通
し
て
特
殊
詐
欺

等
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

寸
劇
の
依
頼
は
左
記
の
事
務
局
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
防
犯
協
会
事
務
局

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
２

　

樋
口
久
直
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
5
月

か
ら
平
成
元
年
5
月
ま
で
3
期
12
年
の

永
き
に
わ
た
り
栄
村
議
会
議
員
と
し
て

栄
村
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
昭
和
56
年
5
月
か
ら
の

2
年
間
は
副
議
長
と
し
て
、
昭
和
58
年

6
月
か
ら
5
年
11
ヵ
月
間
は
議
長
と
し

て
重
責
を
果
た
さ
れ
、
豊
富
な
経
験
と

卓
抜
な
る
識
見
を
も
っ
て
、
議
会
活
動

に
全
力
を
傾
注
し
な
が
ら
地
域
住
民
の

代
弁
者
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
坂
良
徳
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
4
月

に
栄
村
消
防
団
に
入
団
、
以
後
36
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
20
年
か

ら
の
6
年
間
は
消
防
団
長
と
し
て
ご
活

躍
さ
れ
、
平
成
23
年
3
月
に
発
生
し
た

長
野
県
北
部
地
震
に
お
い
て
は
、
自
身

の
所
有
す
る
牛
舎
が
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
災
害
対
策
本

部
に
常
駐
し
、
村
民
の
安
心
安
全
の
た
め
、

そ
の
職
責
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
3
月
7
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た

故 

桑
原
健
さ
ん
へ
旭
日
単
光
章
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
桑
原
さ
ん
は
昭
和
32
年

5
月
か
ら
昭
和
47
年
10
月
ま
で
の
15
年

50
回
目
の
結
婚
記
念
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寸
劇
を
通
じ
て
振
込
詐
欺
の
撲
滅

に
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

上
倉
敏
夫
氏
が
栄
村
監
査

委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た

樋
口
久
直
さ
ん
旭
日
単
光
章
受
章

保
坂
良
徳
さ
ん
瑞
宝
単
光
章
受
章

故 

桑
原
健
さ
ん
旭
日
単
光
章
受
章

▶
右
下
宮
川
裕
子
さ
ん
、
右
上
関
谷
以
志
子
さ
ん

　
左
下
渡
辺
つ
や
子
さ
ん
、
左
上
福
原
幸
子
さ
ん
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平
成
28
年
7
月
1
日
付
け
で
、
人
事

異
動
及
び
係
の
新
設
・
統
合
が
あ
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
回
の
異
動
に
伴
い
、
商
工
観
光
課

の
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
係
と
企
業
観
光
係

が
統
合
し
観
光
係
と
な
り
、
事
務
所
が

秋
山
支
所
へ
移
り
ま
し
た
。
ス
キ
ー
場

係
は
企
業
係
に
名
称
変
更
し
、
従
来
ど

お
り
ス
キ
ー
場
に
事
務
所
を
置
き
ま
す
。

商
工
観
光
課
長
は
秋
山
支
所
長
と
の
兼

務
と
な
り
秋
山
支
所
に
常
駐
し
ま
す
。

　

新
た
な
課
・
係
と
し
ま
し
て
、
村
の

復
興
を
更
に
進
め
る
た
め
、
定
住
及
び

人
口
対
策
、
雇
用
対
策
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
、
空
き
家
対
策
等
を
補
助
金
と
絡

め
な
が
ら
、
専
門
に
研
究
し
、
企
画
財

政
係
と
連
携
し
な
が
ら
、
村
全
体
の
補

助
事
業
を
検
討
す
る
企
画
部
署
と
し
て
、

「
特
命
対
策
課
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
ま

た
、
住
民
福
祉
課
に
「
戸
籍
住
民
係
」

を
新
設
し
ま
し
た
。

　

産
業
建
設
課
で
は
、
農
地
係
が
産
業

振
興
係
と
統
合
し
て
「
産
業
振
興
係
」

に
な
り
ま
す
。

改正後

総務課

行政係
企画財政係兼務
復興推進係
情報防災係

住民福祉課
生活福祉係
戸籍住民係
保育園

健康支援課
健康増進係
介護支援係

産業建設課
産業振興係
建設係
国土調査係

商工観光課
企業係
観光係
秋山支所

会計税務課 会計税務係
特命対策課

改正前

総務課

行政係
企画財政係兼務
復興推進係
情報防災係
秋山支所

住民福祉課
生活福祉係
保育園

健康支援課
健康増進係
介護支援係

産業建設課

産業振興係
建設係
農地係
国土調査係

商工観光課
企業観光係
スキー場係

会計税務課 会計税務係

◆
異
動
職
員

▼
健
康
支
援
課
長	

勝
家
直
樹

▼
商
工
観
光
課
長
（
秋
山
支
所
長
兼
務
）

　
　
　
　
　
　
　

  	
 

福
原
洋
一

▼
特
命
対
策
課
長　

	

齋
藤
和
幸

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
長	

大
庭
和
彦

▼ （
社
）
栄
村
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣

　
　
　
　
　
　
　
　

	

江
口
昌
弘

▼
行
政
・
情
報
防
災
係
長	

廣
瀬
忠
一

▼
産
業
振
興
係
長　

	

小
林
幸
宏

▼
国
土
調
査
係
長　

	

齋
藤
雄
治

▼
生
活
福
祉
係
長　

	

齋
藤
稔

▼
戸
籍
住
民
係
長　

	

上
倉
眞
一

▼
介
護
支
援
係
長　

	

南
雲
茂

▼
健
康
増
進
係
長	

久
保
田
喜
美
子

▼
会
計
税
務
係
長　

	
山
岸
正
宏

▼
観
光
係
長　
　
　

	
小
林
史
好

▼
企
業
係
長　
　
　

	

齋
藤
雅
広

▼
生
活
福
祉
係　
　

	

斎
藤
裕
紀

▼
特
命
対
策
課　
　

	

長
田
雄
一
郎

▼
戸
籍
住
民
係　
　

	

石
塚
雄
樹

▼
戸
籍
住
民
係　
　

	

齋
藤
綾
子

▼
観
光
係　
　
　
　

	

月
岡
大
介

▼
企
業
係　
　
　
　

	

阿
部
晴
夫

▼
産
業
振
興
係　
　

	

齋
藤
寿

▼
産
業
振
興
係　
　

	

齋
藤
祐
輔

※
一
般
職
の
み
記
載
。

栄
村
役
場
人
事
異
動
に
つ
い
て
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栄
村
の
目
指
す
む
ら
づ
く
り
に
、
民

間
で
の
職
務
経
験
を
生
か
し
、
深
い
見
識
、

豊
か
な
発
想
力
と
熱
意
を
も
っ
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
け
る
副
村
長
候
補
者
を

１
名
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格

⑴
日
本
国
籍
を
有
す
る
概
ね
満
40
歳
以

上
（
平
成
28
年
4
月
1
日
現
在
）
の

方
で
、
性
別
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

⑵
民
間
企
業
等
で
の
職
務
経
験
を
有
す

る
方

⑶
住
所
要
件

①
村
内
に
住
所
の
あ
る
方
。

②
村
内
に
住
所
の
無
な
い
方
は
、
自
ら

応
募
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
栄
村
選
挙
人
名
簿
に
記
載
の

あ
る
方
が
推
薦
す
る
方
法
で
応
募
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑷
副
村
長
の
欠
格
事
由
に
該
当
す
る
方

は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
就
任
後
は
、

同
法
に
定
め
る
兼
職
・
兼
業
禁
止
の

規
定
の
適
用
を
受
け
ま
す
。

◆
応
募
受
付
期
間

・
平
成
28
年
6
月
20
日
（
月
）
か
ら

　

平
成
28
年
7
月
15
日
（
金
）
ま
で
。

　

村
で
は
平
成
29
年
4
月
1
日
採
用
予

定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
試
験
の
区
分
・
採
用
予
定
人
員

・
上
級
（
一
般
事
務
）	

若
干
名

・
中
級
（
保
健
師
）	

若
干
名

・
中
級
（
管
理
栄
養
士
）	

若
干
名

・
中
級
（
保
育
士
）	

若
干
名

・
中
級
（
一
般
事
務
）	

若
干
名

・
初
級
（
一
般
事
務
）	

若
干
名

・
社
会
人
経
験
者
（
社
会
人
） 

若
干
名

◆
試
験
日

　

1
次　

平
成
28
年
9
月
18
日
（
日
）

　

2
次　

10
月
下
旬
予
定

※
試
験
場
所
は
と
も
に
栄
村
役
場
。

◆
試
験
内
容

　

1
次　

○
教
養
試
験
、
適
性
試
験
（
保
健
師
・

　

管
理
栄
養
士
・
保
育
士
・
一
般
事
務
）

○
職
務
試
験
、
適
性
試
験
（
社
会
人
）

　

2
次

○
口
述
試
験
、
資
格
調
査

◆
採
用
予
定
年
月
日

・
平
成
29
年
4
月
1
日

◆
申
込
受
付
期
間

・
平
成
28
年
7
月
4
日
（
月
）
か
ら

　

平
成
28
年
8
月
10
日
（
水
）
ま
で
。

栄
村
副
村
長
候
補
者

公
募
に
つ
い
て

栄
村
職
員
を

　
　
　
募
集
し
ま
す

◆
任
期
・
待
遇
等

《
募
集
人
員
》
1
名

《
任
期
》
村
議
会
の
同
意
後
、
任
命
の

日
か
ら
4
年
間

《
給
与
》

　

①
給
料
月
額
4
9
9
，0
0
0
円

　

②
期
末
手
当
年
間
4
·
2
月
分

◆
応
募
方
法

・
所
定
の
申
込
書
に
、
課
題
論
文
及
び

戸
籍
謄
本
又
は
抄
本
を
添
付
し
、
簡

易
書
類
に
よ
る
郵
送
に
よ
り
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
封
筒
に
「
村
長
親
展
」

及
び
「
副
村
長
応
募
書
類
在
中
」
と

明
記
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
課
題
論
文
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

役
場
窓
口
又
は
秋
山
支
所
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
公
募
要
項
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◆
選
考
方
法

⑴
課
題
論
文
審
査
に
よ
り
選
考
し
、
結

果
は
7
月
下
旬
に
応
募
者
全
員
に
文

書
に
て
通
知
。

⑵
第
一
次
選
考
合
格
者
は
、
個
別
面
接

に
よ
り
選
考
し
、
8
月
中
旬
に
文
書

に
て
通
知
。

【
応
募
先
及
び
問
合
せ
先
】

　

栄
村
長　

森
川
浩
市

　

☎
0
2
6
9
-8
7
-3
1
1
1

◆
住
所
要
件

①
栄
村
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
。
も

し
く
は
、
採
用
後
栄
村
に
住
民
登
録
を

し
て
居
住
す
る
予
定
の
方
。

②
普
通
自
動
車
運
転
を
有
す
る
方
。
た

だ
し
、
平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で
に
当

該
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の
方
を
含

み
ま
す
。

◆
給
与
等
《
初
任
給
》

・
上
級
（一般
事
務
）	

1
7
9
，6
0
0
円

・
中
級
（
保
健
師
）	

1
5
9
，9
0
0
円

・
中
級
（
管
理
栄
養
士
） 1
5
9
，9
0
0
円

・
中
級
（
保
育
士
） 	

1
5
9
，9
0
0
円

・
中
級
（一般
事
務
）	

1
5
9
，9
0
0
円

・
初
級
（一般
事
務
） 	

1
4
7
，0
0
0
円

⑴
社
会
人
等
の
経
験
の
あ
る
人
は
、
規

程
に
よ
り
前
歴
調
整
を
行
い
初
任
給

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑵
給
料
の
月
額
は
現
行
の
も
の
で
す
が
、

採
用
時
ま
で
に
改
定
が
あ
っ
た
場
合
は
、

そ
の
改
定
額
に
な
り
ま
す
。

⑶
通
勤
手
当
、
期
末
・
勤
勉
手
当
、
扶

養
手
当
、
住
居
手
当
等
が
そ
れ
ぞ
れ

の
条
件
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課　

行
政
係

　

☎
0
2
6
9
-8
7
-3
1
1
2
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保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る

「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制

度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
窓
口
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
学

生
の
方
は
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
平

成
28
年
7
月
1
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
平

成
28
年
7
月
分
か
ら
平
成
29
年
6
月
分

ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
ま
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
書
類

・
国
民
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
通
知
書
の
写
し

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
写
し
ま

た
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等

の
写
し
（
失
業
等
に
よ
る
申
請
の
場
合
）

・
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書

《
原
本
》（
学
生
納
付
特
例
の
場
合
）

　

平
成
28
年
8
月
1
日
か
ら
「
児
童
扶

養
手
当
法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
児

童
扶
養
手
当
第
2
子
の
加
算
額
お
よ
び

第
3
子
以
降
の
加
算
額
が
変
更
と
な
り
、

増
額
さ
れ
ま
す
。

◆
加
算
額
の
増
額
の
内
容
（
月
額
）

※
平
成
28
年
12
月
支
給
分
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。

◆
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
の
導
入

　

平
成
29
年
4
月
か
ら
、
物
価
の
上
下

に
合
わ
せ
て
支
給
額
が
変
わ
る
「
物
価

ス
ラ
イ
ド
制
」
を
、
児
童
扶
養
手
当
の

加
算
額
に
も
導
入
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

住
民
福
祉
課　

生
活
福
祉
係

　

☎
0
2
6
9
-8
7
-3
1
1
4

《
第
１
回　

福
祉
の
職
場
説
明
会
・
就

職
面
接
会
》

　

北
信
地
区
中
心
に
60
社
前
後
の
求
人

事
業
所
が
参
加
し
、
施
設
や
仕
事
等
の

説
明
や
面
接
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

福
祉
を
学
ん
で
い
る
方
や
福
祉
の
職

場
に
関
心
の
あ
る
方
、
ま
た
福
祉
の
職

場
へ
就
職
を
希
望
し
て
い
る
方
々
は
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時

・
平
成
28
年
8
月
5
日
（
金
）

・
受
付
開
始　

11
時
30
分
～

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

12
時
30
分
～
13
時
20
分

・
説
明
会
、
就
職
面
接
会

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
会　

場

・
メ
ル
パ
ル
ク
長
野
瑞
宝
1
F
ホ
ー
ル

◆
そ
の
他

　

参
加
費
無
料
、
申
込
不
要
、
履
歴
書

不
要
、
服
装
自
由
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
長
野
労
働
局
H
P
又
は
長

野
県
社
会
福
祉
協
議
会
H
P
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
免
除

等
の
申
請
に
つ
い
て

「
児
童
扶
養
手
当
」の

加
算
額
が
変
わ
り
ま
す

福
祉
の
人
材
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す

※
場
合
に
よ
り
こ
れ
以
外
に
書
類
の
提

出
を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

住
民
福
祉
課　

生
活
福
祉
係

　

☎
0
2
6
9
-8
7
-3
1
1
4

　

県
内
の
間
伐
材
や
製
材
端
材
等
の
森

林
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
た
め
、
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
の
普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
3
基
が
村
内
の
家
庭
に
設
置

さ
れ
、
利
用
者
か
ら
大
変
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
年
も
３
基
分
に
つ
い

て
平
成
28
年
度
、
森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
事
業
を
活
用
し
て
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
設
置
補
助
を
行
い
ま
す
。
補
助
は
設

置
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限
10
万
円
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
申
請
期
限
は
7
月

29
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
産
業
建
設
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課　

産
業
振
興
係

　

☎
0
2
6
9
-8
7
-3
1
1
3

「
今
年
の
冬
は
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
で
暖
を
と
り

ま
せ
ん
か
」

子ども1人の場合

子ども2人目の加算額

子ども3人目以降の加算額（1人につき）

全部支給:42,330円
一部支給:42,320円～9,990円

（所得に応じて決定されます）

定  額   5,000円
　　　　↓
全部支給:10,000円
一部支給:9,990円～5,000円

（所得に応じて決定されます）

定  額   3,000円
　　　　↓
全部支給:6,000円
一部支給:9,990円～3,000円

（所得に応じて決定されます）
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信
越
秋
山
郷
会
で
は
平
成
26
年
に
、

名
物
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
で
受
賞
さ
れ
ま

し
た
5
作
品
を
津
南
ま
つ
り
で
販
売
い

た
し
ま
す
。
そ
し
て
今
年
「
第
2
回
名

物
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

募
集
期
間
は
9
月
1
日
か
ら
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
募
集
要
項
は
現
在
作
成
中

で
す
の
で
決
ま
り
次
第
、
栄
村
秋
山
郷

観
光
協
会
H
P
・
役
場
H
P
へ
掲
載
い

た
し
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
応
募
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

《
津
南
ま
つ
り
の
ご
案
内
》

◆
日　

時

・
平
成
28
年
7
月
23
日
（
土
）

　

午
後
12
時
頃
か
ら
午
後
8
時
頃
ま
で

◆
会　

場

・
津
南
町
役
場　

第
一
駐
車
場
に
て

◆
1
0
0
食
限
定

　
（
お
早
め
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
）

【
問
合
せ
先
】

　

信
越
秋
山
郷
会
食
部
会
事
務
局

　
（
秋
山
支
所
）

　

☎
０
２
５
-７
６
７
-２
２
０
２

　

今
年
も
「
ぐ
る
っ
と
ま
る
ご
と
栄
村

1
0
0
㎞
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
8
月
7
日

（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
か
ら
参
加
申
込
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
各

エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
お
も
て
な
し

が
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
大
好
評
で
す
。

当
日
に
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
ス

タ
ッ
フ
等
を
担
当
し
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

当
日
は
沿
道
で
の
村
民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
温
か
な
声
援
も
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
先
】

　

栄
村
秋
山
郷
観
光
協
会

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
３
３
３

　

5
月
14
～
15
日
を
中
心
に
各
集
落
で

村
内
一
斉
美
化
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
量
は
、
全
体

で
4
7
5
キ
ロ
（
昨
年
6
9
5
キ
ロ
）
で

し
た
。
内
訳
は
燃
え
る
ゴ
ミ
2
5
0
キ
ロ
、

燃
え
な
い
ゴ
ミ
（
金
属
ゴ
ミ
、
空
き
缶
、

空
き
瓶
等
含
む
）
2
2
5
キ
ロ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
例
年
、
量
が
少
な
く
な
っ

て
お
り
、
今
回
は
5
0
0
キ
ロ
を
下
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

各
地
域
の
環
境
美
化
に
日
頃
か
ら
目
配

り
を
し
て
い
た
だ
き
、
き
れ
い
な
環
境

の
村
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
不
法
投
棄
は
刑
法
に
よ
り
処

罰
さ
れ
ま
す
の
で
絶
対
に
行
わ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
不
法
に
投
棄
さ
れ

た
ゴ
ミ
を
発
見
さ
れ
た
場
合
は
役
場
住

民
福
祉
課
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
一
斉
美
化
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】

　

住
民
福
祉
課　

生
活
福
祉
係

　

☎
0
2
6
9
-8
7
-3
1
1
4

第
2
回
名
物
料
理
コ
ン
テ

ス
ト
を
開
催
予
定
で
す

き
れ
い
な
村
を

　
　
築
き
ま
し
ょ
う

期　間：平成28年7月22日（金）～7月31日（日）成 年

夏の交通安全やまびこ運動が実施されます

《スローガン》　思いやり　乗せて信濃路　咲く笑顔（長野県交通安全スローガン）
《重点目標》　子供と高齢者の交通事故防止（運動の基本）
○生活道路の安全確保と歩行者保護の徹底
○自転車の安全利用の推進
○後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
○飲酒運転の根絶

『
ぐ
る
っ
と
ま
る
ご
と
栄
村

1
0
0
㎞
サ
イ
ク
リ
ン
グ
』

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
に
つ
い
て
！▲大好評のエイドステーション
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栄
村
で
は
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
環
境
を
め
ざ
し
、
栄
村
復
興
祈
念
館

「
絆
」
の
一
角
に
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
「
ひ

な
た
ぼ
っ
こ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
、
楽
し
い
夫

婦
の
時
間
も
な
く
な
り
、
お
化
粧
の
時

間
も
忘
れ
、
ミ
ル
ク
や
お
む
つ
、
泣
き

や
ま
な
い
こ
ど
も
を
見
て
は
涙
を
流
し

た
く
な
っ
た
方
も
少
な
く
な
い
の
で
は
。

　

子
育
て
支
援
ル
ー
ム
「
ひ
な
た
ぼ
っ

こ
」
は
、
そ
ん
な
子
育
て
で
忙
し
い
日
々

の
中
に
も
、
お
子
様
が
お
も
い
っ
き
り

遊
べ
る
空
間
と
し
て
、
ま
た
、
家
庭
で

休
ま
る
こ
と
の
な
い
お
母
さ
ん
た
ち
に

も
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、
ゆ
っ

た
り
と
過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

育
児
を
楽
し
ん
で
貰
い
た
い
と
の
想
い

か
ら
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

て
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
手
ぬ
ぐ
い
帽
子
や
手
甲
な
ど

農
家
の
味
方
と
な
る
品
物
の
製
作
・
販

売
も
し
て
い
ま
す
。
す
み
れ
の
家
は
診
療

所
2
階
で
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
な

た
も
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

共
同
作
業
所
す
み
れ
の
家

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
２
０
６

　

村
で
は
木
島
平
村
と
連
携
し
て
、
木

島
平
か
ら
カ
ヤ
の
平
高
原
、
そ
し
て
栄

村
の
切
明
温
泉
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
便
（
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
）
を
運
行
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
利
用
者
の
ご
意
見
や
観

光
サ
ー
ビ
ス
の
造
成
に
向
け
た
検
討
を

行
う
た
め
、
無
料
で
乗
車
で
き
ま
す
。

ご
利
用
の
際
に
は
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
運
行
期
間

　

6
月
25
日
（
土
）
～
10
月
23
日
（
日
）

ま
で
の
土
日
祝
日
と
お
盆
期
間
（
8
月

11
日
～
15
日
）
で
1
日
1
便
で
す
。

◆
予
約
先
（
予
約
前
日
P
M
５
時
ま
で
）

【
問
合
せ
先
】

　

森
宮
交
通
株
式
会
社

　

☎
０
１
２
０
-４
７
-６
３
０
０

　

自
由
に
使
え
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
室
内
に
は
お
も
ち
ゃ
や
遊
具
、
絵

本
な
ど
が
た
く
さ
ん
配
置
さ
れ
、
電
気

給
湯
器
、
I
H
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

な
ど
、
安
全
に
簡
単
な
調
理
も
で
き
ま
す
。

暖
房
は
エ
ア
コ
ン
で
室
内
を
暖
め
な
が
ら
、

床
も
温
め
て
く
れ
ま
す
。

　

き
れ
い
な
空

間
で
マ
マ
友
達

と
の
お
茶
会
な

ど
、
気
軽
に
足

を
運
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
す

か
？

　

毎
日
子
育
て
を
し
て
い
る
お
母
さ
ん

を
応
援
す
る
場
と
し
て
、
子
育
て
相
談

日
を
月
に
1
回
行
っ
て
い
ま
す
。
子
供

の
体
重
を
計
り
た
い
、
離
乳
食
の
こ
と

を
聞
き
た
い
な
ど
、
ど
ん
な
相
談
で
も

保
健
師
が
お
聞
き
し
ま
す
。
予
約
制
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
気
分
転
換
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時

　

平
成
28
年
7
月
20
日
（
水
）

　

午
前
9
時
～
正
午

◆
場　

所

　

集
団
健
診
室
（
栄
村
診
療
所
2
階
）

【
問
合
せ
先
】

　

健
康
支
援
課　

健
康
増
進
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
０
２
０

　

共
同
作
業
所
す
み
れ
の
家
で
は
、
今

年
も
ボ
カ
シ
を
作
り
ま
し
た
。
生
ご
み

を
堆
肥
化
さ
せ
る
こ
と
や
畑
の
土
壌
改

善
に
も
優
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ボ
カ

シ
は
、
栄
村
診
療
所
2
階
の
す
み
れ
の

家
や
栄
村
直
売
所
カ
タ
ク
リ
に
も
置
い

ボ
カ
シ
は
い
か
が
で
す
か
？

シ
ャ
ト
ル
便
を
運
行
し
ま
す
！

子
育
て
支
援
ル
ー
ム

「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」へ
行
こ
う
！

子
育
て
な
ど
で
お
悩
み
の

お
母
さ
ん
相
談
に
の
り
ま
す
！

☆
子
育
て
支
援
ル
ー
ム「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」

　

 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

 

年
末
年
始
を
除
く
無
休

☎ 

復
興
祈
念
館
「
絆
」
事
務
所

　

 

0
2
6
9
-8
7
-2
2
0
0

○
対
象
　

　
お
子
様
連
れ
の
方
（
村
外
の
方
も
利
用
で
き

ま
す
）
但
し
お
子
様
の
み
で
の
利
用
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

○
利
用
方
法

　
玄
関
横
に
設
置
さ
れ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

で
鍵
を
開
け
て
も
ら
い
、
入
室
し
て
く
だ
さ
い
、

使
用
後
の
片
付
け
、
清
掃
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 ▲保坂さん親子（森地区）

　
お
友
達
と
ち
ょ
っ
と
集
ま
っ
て
遊
ぶ
の
に
ち
ょ

う
ど
よ
い
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
シ
ャ
ワ
ー
の
付
い
て

い
る
プ
ー
ル
も
楽
し
い
し
、
森
地
区
の
公
園
も
つ

な
が
っ
て
い
る
の
で
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
学
童
児
ま

で
楽
し
く
遊
べ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
友
達

と
一
緒
に
プ
ー
ル
遊
び
を
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
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6
月
15
日
に
平
滝
清
水
川
原
地
籍
で

建
設
中
の
貸
工
場
の
工
事
安
全
祈
願
祭

が
開
催
さ
れ
、
村
・
地
元
関
係
者
・
設

計
会
社
・
施
工
業
者
・
建
物
利
用
業
者

が
参
加
す
る
な
か
厳
粛
に
神
事
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

村
が
建
物
を
建
設
し
、
白
鳥
の
ワ
ー

ル
ド
エ
コ
㈱
が
地
域
資
源
で
あ
る
豊
富

な
雪
解
け
の
地
下
水
を
使
い
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
入
り
天
然
水
を
製
造
・
販
売
す
る

計
画
で
、
地
域
雇
用
創
出
の
場
に
も
な

る
予
定
で
す
。

　

な
お
工
期
は
本
年
12
月
１
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

6
月
1
日
（
水
）
秋
山
郷
苗
場
神
社

に
お
い
て
、
苗
場
山
・
鳥
甲
山
・
佐
武

流
山
の
山
開
き
が
行
わ
れ
、
村
内
外
か

ら
集
ま
っ
た
参
加
者
一
同
で
山
の
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

7
月
22
日
（
金
）
に
は
、
村
民
登
山

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
初
級
者
向
け

か
ら
上
級
者
向
け
ま
で
様
々
な
山
が
あ

り
ま
す
。
自
然
の
息
吹
を
感
じ
に
山
へ

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

6
月
6
日
（
月
）
栄
中
学
校
体
育
館
に

て
小
中
学
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
会
員
と
一
般
会
員

一
同
が
集
ま
り
団
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
よ
り
新
た
な
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

と
し
て
「
さ
か
え
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
」
が

加
入
し
ま
し
た
。

　

団
員
数
が
減
少
し
て
い
る
中
で
、
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
は
明
る
い
話
題
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
式
終
了
後
は
、
参
加
者
全
員
で

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

貸
工
場
の
安
全
祈
願
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

登
山
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

　この宝くじの収益金は、各都道府県の
販売実績などに応じて配分され、市町村
の明るく住みよいまちづくりに使われます。
～宝くじは長野県内で買いましょう～

【発売期間】
平成28年7月6日（水）
～7月29日（金）まで

▲新たにスポーツクラブ加入した栄
フットサルクラブ「エゴーマ」の
皆さんです！
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　江戸時代、幕府は
信越天領米の輸送や
飢餓の時の救援物資
の輸送など、千曲川に
おける通船の利用価値
に期待を寄せていまし
た。当時の物流におい
て、船が果たす役割は
大きなものでしたが、
市河谷にある四ツ廻り
の小滝など船の難所も
多く、通船の計画はな
かなか実現しませんで
した。
　文政11年（1828）、善光寺町（現・長野市）に住む商人・小野厚連（おのこうれん）が掘削を出願し、
同年には工事が開始されます。厚連は、江戸から石割りのできる技術者を呼び寄せたそうですが、川
の中の大きな石を砕くのは難工事だったようです。途中の中断はあったものの、10年後の天保9年（1838）
に岩石堀割（ほりわり）普請が完成し、西大滝から割野新田までの通船が行われたといいます。
　積荷は、下りの船では絞りたばこや胡麻油、糊入紙や木綿布など、上りの船では五泉茶や村上茶、
塩や海産物や魚類、瀬戸物類などであったと記録が残っています。
　弘化4年（1847）、善光寺地震で千曲川は川筋が変わり、堀割は使用できなくなりました。しかしそ
の後復旧工事が行われ、千曲川・信濃川での通船は続いたとされます。
　四ツ廻りの河原では、掘割斜面に上
り船を押すための足掛け穴が連なって
掘られてあり、さらに現本流との交差
付近には、楔孔（くさびあな）が十字
状に開けられた石もあります。また、
掘り窪められた運河状の堀割が確認で
き、地質環境と近世経済史の交差を見
ることができます。

【問合せ先】商工観光課 観光係　☎025-767-2202

◆◇◆◇◆◇◆ サイト№54小滝四ツ廻りの運河跡 ◆◇◆◇◆◇◆

〜地域の宝で手をつなごう〜

苗場山麓ジオパーク通信（15）
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く
し
て
藪
を
か
き
分
け
て
入
り
、
じ
ー
っ
と
地

面
を
見
て
、
タ
ケ
ノ
コ
を
発
見
し
た
時
は
と
て

も
嬉
し
い
で
す
。
採
っ
た
タ
ケ
ノ
コ
で
作
る
タ

ケ
ノ
コ
汁
は
ま
た
格
別
で
す
。

　

ふ
た
つ
め
は
、
秋
山
郷
の
若
者
の
方
々
と
の

交
流
で
す
。
最
近
は
、
秋
山
郷
を
若
者
か
ら
盛

り
上
げ
よ
う
！
と
Ｇ
Ｏ
会
と
い
う
団
体
が
で
き
、

そ
の
活
動
が
あ
っ
た
り
、
地
域
の
行
事
に
積
極

的
に
参
加
し
た
り
、
週
一
回
夜
に
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
や
っ
た
り
、
時
に
は
飲
み
会
な
ど
集

ま
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。
７
月
は
栄
村
駅

伝
大
会
に
も
秋
山
か
ら
は
２
チ
ー
ム
で
る
予
定

で
す
。
若
者
の
方
々
も
各
々
秋
山
郷
へ
対
す
る

思
い
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
聞
く
と
私
も
活

動
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
り
ま
す
。
悩
ん

で
い
る
時
は
話
を
聞
い
て
も
ら
う
な
ど
、
移
住

し
て
き
た
私
に
と
っ
て
と
て
も
心
強
い
で
す
。

若
者
の
盛
り
上
が
り
は
、
地
域
の
活
性
化
に
繋

が
り
、
ま
た
同
時
に
地
域
の
先
輩
方
と
力
を
合

わ
せ
て
や
っ
て
い
く
こ
と
で
更
に
地
域
の
発
展

に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

他
に
も
秋
山
郷
で
過
ご
す
中
で
楽
し
み
は
ま

だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
移
住
し
て
き
て
か
ら
、
色
々

な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
多
く
の
友
人
も
で

き
、
充
実
し
た
生
活
を
送
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
更
に
秋
山
郷
の
こ
と
を
学
ん
で
い
く
中

で
楽
し
み
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

木
村 

敦
子
）

　

立
葵
に
セ
ミ
の
声
、
つ
い
こ
の
前
ま
で

雪
が
少
な
く
て
、
と
言
っ
て
い
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
が
、
早
い
も
の
で
も
う
夏
が

見
え
て
き
ま
し
た
ね
。
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
復
興
支
援
員
の
髙
橋
で
す
。

　

さ
て
、
復
興
支
援
員
の
私
は
任
期
が
今

年
ま
で
。
あ
と
半
年
ほ
ど
で
終
了
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
将
来
の
話
を
少
し

だ
け
さ
せ
て
頂
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
独
立
し
て
栄
村
で
農
林
業
を
中
心

に
、
生
産
・
加
工
・
販
売
を
行
い
、
農
家

民
泊
や
ア
ウ
ト
ド
ア
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
広
く
行
う
会
社
を
や
ろ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
集
落
の
伝
統
文
化
、
里

山
の
暮
ら
し
を
続
け
る
お
手
伝
い
や
新
し

い
文
化
を
生
み
出
す
仕
事
も
や
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
は
ア
ス
パ
ラ
、
芋
類
、
ニ
ン
ニ
ク

な
ど
を
中
心
に
多
品
目
揃
え
、
販
売
は
加

工
し
て
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
麻
を
復
活
さ
せ
服
を
作
り
、
キ
ノ
コ

や
山
菜
を
含
め
た
山
の
整
備
、
ク
リ
な
ど

の
広
葉
樹
を
植
え
て
、
炭
焼
き
も
復
活
さ

せ
る
な
ど
、
農
林
業
と
併
せ
衣
食
住
の
自

給
率
を
上
げ
、
豊
か
な
森
を
中
心
と
し
た

生
活
を
取
り
戻
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
昨
今
の
若
者
や
外
国
人
の
需
要

に
合
わ
せ
、
安
く
素
泊
ま
り
で
き
る
農
家

民
泊
や
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
を
作
り
、
今
ま

で
以
上
に
栄
村
で
泊
ま
っ
て
も
ら
い
山
・

川
な
ど
の
自
然
を
生
か
し
た
体
験
や
ス
ポ
ー

ツ
を
用
意
。
長
期
間
泊
ま
っ
て
も
ら
っ
た

り
、
毎
年
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
民
泊
に
改
装
す
る

た
め
の
空
き
家
が
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

良
い
空
き
家
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
芸
術
祭
に
負
け
な
い
芸
術
・

音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
て
、
小
規
模
な
が
ら
開
催
数
を
増

や
し
、
都
会
の
若
者
が
ふ
ら
っ
と
遊
び
に

来
ら
れ
る
よ
う
な
、
気
楽
で
肩
肘
張
ら
な

い
日
常
的
で
非
日
常
的
な
場
を
作
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
や
り
た
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
・
・
・

　

自
分
の
個
性
を
出
し
切
り
た
い
。
私
は

個
性
が
強
す
ぎ
、
一
般
的
な
常
識
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ

そ
私
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
や
り
、
日

本
中
ど
こ
に
も
無
い
こ
と
を
や
り
続
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
将
来
の
栄

村
に
と
っ
て
良
い
方
向
に
向
か
う
手
助
け

に
な
る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

み
な
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
お
世
話
に

な
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の

分
以
上
に
み
な
さ
ん
に
も
利
が
回
る
よ
う

に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
な

に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
復
興
支
援
員　

髙
橋 

琢
磨
）

　

今
回
は
秋
山
郷
で
生
活
し
て
い
る
楽
し

み
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
ひ
と
つ
め
は
、
山
菜
採
り
や
タ
ケ

ノ
コ
採
り
で
す
。
山
菜
採
り
は
地
域
の
お

母
さ
ん
方
に
連

れ
て
行
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
山

ニ
ン
ジ
ン
、
と

り
あ
し
、
木
の

芽
、
わ
ら
び
、

ウ
ド
、
行
者
に

ん
に
く
、
行
者

に
ん
に
く
の
芽
、
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
を
採
り

ま
し
た
。
山
菜
の
種
類
や
、
効
率
の
良
い

採
り
方
、
下
処
理
方
法
、
料
理
な
ど
を
教

え
て
も
ら
う
の
も
楽
し
く
、
無
心
に
な
っ

て
採
る
の

も
、
ま
た

楽
し
い
で

す
。
先
日

小
赤
沢
公

民
館
主
催

の
タ
ケ
ノ

コ
採
り
に

参
加
し
ま

し
た
。

　

頭
を
低 秋

山
協
力
隊
通
信
vol.14



保健だより
広 報 さ か え平成28年 7月1日 （12）

保健師はあなたの応援団

あなたが健康チェックすると病気と共にお金が守られる

　3号にわたって『肥満』についてお知らせしましたが、放置することで糖尿病や高血圧等の生活習慣
病を引き起こす可能性がグッと上がるんでしたよね。「病院に行ってないから大丈夫」と胸を張って言
えるようにするためには、日々の生活習慣が大切なんですね。

　村の健康診断が6月にありました。8月上旬頃から結果報告会も行いながら、健康診断の結果を皆さ
んに伝えていきます。せっかく健康診断を受けているのだから、異常値があっても「しょうがない、い
つものこと」といって放置しないで、生活習慣の見直しをして重症化予防への行動をしてほしいですね。
　保健師は、健康診断の結果からあなたの身体の状態はどうなっているのか一緒に考え、健康維持・
改善に向けた行動をとれるよう応援（保健指導）をします。気軽に声をかけてください。

　健康診断を受けている人と、受けていない人では『健康』と共に『お金』にも違いが出てくるようです。
健康診断は、病気の予防を目的にしているので保健指導がセットになっています。改善したほうが良
い点などを知ることができるため、病気の予防が早期からできるってわけです。

　生活習慣病は自覚症状がないので、知らない間に進行してしまうかもしれません。そのため、お金の
差は結構大きくなります。
　余談ですが、私たちは医療費の1～3割しか払っていませんが、残りの9～7割には保険料や税金があ
てられています。私たちでこれだけの違いになるのだから、保険料や税金が占める金額は見当もつきま
せんね。私達一人一人の行動が、自分や国・村のお金を守ることにつながるのです。

　生活習慣病につながる『肥満』をもとに、今から行うあなたの行動が今後の健康を決
めることをお伝えしてきました。生活習慣を見直さないといけないと感じている方はい
ますか。健康診断を受けてみようと思った方はいますか。すべては、これからのあなた
の行動次第ですよ。

（文責：健康支援課健康増進係　保健師：樋口祐介）

すべてはあなた次第

特定健診受診の有無と生活習慣病治療にかかっているお金

健診受診者の生活習慣病治療費

健診未受診者の生活習慣病治療費

（栄村データヘルス計画より）

1年間の治療費
健診未受診者の生活習慣病治療費

23,048円
健診受診者の生活習慣病治療費

14,408円

5,000 10,000 15,000 20,000 25,0000
（円）



火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 1 4 76 飯 山 日 赤　6

津 南 病 院　3
そ の 他　4
不 搬 送　0

木 島 平 村 0 0 17

野沢温泉村 0 0 13

栄 村 0 0 13

管 轄 外 等 0 0 0

　 オニは君　火元はどこかで　まぁだだよ

○固定資産税 ○国民健康保険税 ○介護保険料  
○後期高齢者医療保険料 ○浄化槽使用料
○農集使用料  ○村営住宅料
○保育料　○ケーブルテレビ使用料
納期限は 8月1日（月）です

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

岳北地域＆津南町情報コーナー

5月火災・救助・救急出動件数

十日町地域消防署との
応援協定による出動を
含みます。

7月の納税等

口座振替日
　農協・郵便局 7月22日（金）
　八十二銀行・県信 7月25日（月）

津南町 木島平村

飯山市 野沢温泉村

（13） 平成28年 7月1日広 報 さ か え

【問合せ先】木島平村　商工観光係
                ☎0269-82-3111（内線136）

○期間　7月30日、8月6日、
　　　　13日、20日、27日
　　　　（いずれも土曜日）
○時間　上り線　19時30分集合
　　　　（長坂ゴンドラリフト
　　　　　長坂駅）
　　　　下り線　21時～21時30分
○料金　大人：2,000円　
　　　　子供：1,000円（中学生以下）
　　　　（ゴンドラ往復チケット・ソフトドリンク・ガイド含）

平成28年7月29日（金）～ 8月21日（日）
※天候により前後する可能性があります。
露店市:7月29日（金）～8月21日（日）
ひまわりウエディング:７月31日（日）
ライトアップ:8月10日（土)～
　　　　　  8月16日（日）
　　　　　  17:00～21:00（予定）
■駐車料金　バイク　　　　100円
　　　　　　普通車以下　　300円
　　　　　　マイクロ以下 1,500円
　　　　　　大型バス　　 3,000円

9月18日（日）開催
■イベント
○よしもとお笑いライブ全席自由500円

（前売・当日券とも）
　開場12：30、開演13：00（約1時間）
○よしもと縁日　10：00～15：00　入場無料
　よしもと縁日は、お祭りの縁日をすべてよしもとづくしで展開！
　輪投げや射的などがあり、景品は全てよしもとグッズです。
○グルメブース
　「レッツゴー！まちっぷちゃん」セレクションお取り寄せグルメブース

で、ラーメン、飲食物等を販売します。
○その他
　飯山かるた大会、菜の花の種を飛ばそう！、「レッツゴー！まちっぷ

ちゃん」傑作選上映会　などなど。
【問合せ先】飯山市文化交流館なちゅら  ☎0269-67-0311 【問合せ先】㈱野沢温泉（野沢温泉スキー場） ☎0269-85-3166

津南の夏の風物詩
「津南ひまわり広場」

Jリーガーを目指すキッズが集合！
「サッカーフェスティバル大林カップin木島平」開催

　なちゅらで、よしもとの芸人と一緒
に笑いで盛り上がろう!

　野沢温泉村の温泉街から長坂ゴ
ンドラリフトで約15分の空中散歩。
　標高1,400m、街の光が届かない
真っ暗な静寂の世界へ。晴れた日
には手が届きそうな無数の星々が
輝き、街中では見ることができな
い光景が広がります。

　津南の夏の風物詩「津南ひまわり
広場」が今年も開催されます！元気
いっぱいに咲き誇るひまわりの畑を
ぜひ見にいらしてください♪

飯山市文化交流館開館記念
いいやま  よしもとなちゅらまつり2016

ナイトゴンドラツアー

【問合せ先】津南町観光協会
                ☎025-765-5585

　8月2日（火）～5日（金）にかけて、サッカーフェスティバ
ル大林カップが木島平ジュニアサッカー場をメイン会場に開
催されます。木島平村の姉妹都市である東京都調布市にホー
ムスタジアムを置くFC東京をはじめ、Jリーグなどで活躍す
る各クラブのU－12（12歳以下）、約400人が集まり熱戦を繰
り広げます。
　皆さんもぜひ、
未来のJリーガー
を観戦にお出か
けください。

▲国際ホテルブライダル専
門学校と町が協力して行
うひまわりウエディング












